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立教大学の就職支援
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教育理念 P H I L O S O P H Y

建学の精神

キリスト教に
基づく教育

モデルは西洋の伝統的な

リベラルアーツカレッジ

一人ひとりを尊重する

「自由の学府」

大 学 案 内 P . 0 3 2
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１年次

２年次
３年次

４年次

自分の生き方や将来について
考え⾏動する時期

本学のキャリア支援方針

進路・将来に向かって
具体的に準備し⾏動する時期

１．学生が社会的・職業的に自立した個人として
自分らしい人生を追求できるよう支援する

２．学生が一生を通じて自らの資質を向上させ
教養をもって社会貢献できるよう支援する

結婚
子育て

結婚就職

社会貢献

⽴教に着地し
⽬標を⽴てる時期
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4年間を通じたキャリア⽀援

大学での学びに
スムーズに適応
できるようサポート

各自の自己確立を
サポート

将来に向けた
人生展望を獲得
できるようサポート

1年次 4年次3年次2年次
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♦自分・社会を知る ♦将来を考える ♦進路を具体的に考える ♦社会に出る準備する

導入期 形成期 完成期

・ スタディツアー
・ 社会を知る講座
・ インターンシップガイダンス
・ 立教型インターンシップ etc

・就職ガイダンス ・就活準備講座
・ 業界研究入門 ・シゴト研究会
・IS合同企業説明会 ・学内OBOG訪問会
・学内合同企業説明会 etc



⽴教のキャリア⽀援

ゼミ

サークル
アルバイト

授業

旅⾏

部活
留学

資格

インターンシップ
ボランティア

趣味

目標を立てる

改善点や

自分の成長を確認
振り返り、記録する

行動する
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援

学
部
に
よ
る
支
援

連携

導入期 形成期 完成期

1年次 4年次3年次2年次
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学部による支援の一例
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学生の動き
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6月 7月 8月 9月 10月 … 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 … 3月

準備

筆記試験対策

業界・企業・仕事研究

自己分析

インターンシップ参加

エントリー

OB・OG訪問

セミナー/説明会の予約および参加

応募書類の作成・提出

採用試験を受ける

準
備
期

行
動
期

本
番

活動の振り返り

6月 7月 8月 9月 10月 … 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 … 3月

4年生3年生

内定内々定



キャリアセンター

就職支援プログラムマップ
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2019年度プログラムマップ



社会の変化により、「保護者世代」とは異なる働き⽅、⽣き⽅になる。
⾃分の将来、進路を考える際に「これからの社会」を知ることが⼤切。

国・企業の「副業」の推進

労働人口の減少

AI、5Gなどの技術革新

終⾝雇⽤制度の揺らぎ

企業の国際競争激化

結婚

趣味

子育て

退職

仕事

起業

留学

転職

進学

大学時代 大学卒業後

「大学卒業
後」の進路を
考える

⾃分の将来・進路

これからの社会

就職活動
進学準備
など

社会は変化している
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10

社会を知る講座

≪2019年度春学期 開催≫



19.3卒就職状況

就職状況は良化傾向が継続

・就職率 97.7％(97.9)

・卒業生に対する就職率 84.3％(84.0)

・業界別順位

1位：サービス(2) 2位：情報(4) 3位：製造業(3)

※金融・保険は全体4位(1), 男子4位(2), 女子2位(1)と昨年に

続き減少傾向が続く
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・⾼度経済成⻑の経験がない

経済成⻑率の平均

1956〜1973 9.1% 1974〜1990 4.2%

→1991〜2017 1.0%

・急速に進む少子高齢化

→年⾦問題、介護問題、消滅可能性都市(896/1799)

・技術の急激な進歩

→AIの発達により現在ある仕事の多くが機械に

よる代替が可能との研究発表

⇒将来に関して悲観的、企業への帰属意識の低下
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学生を取り巻く現状1



⇒ 就職活動に際し、福利厚⽣、ワークライフバランスの重視

一方

・「安定志向が強い」と言われているが…

就職関連情報会社の調査によれば

社内の雰囲気、将来性、給与は高い割合を示すが、

安定性、知名度は割合が減少し、チャレンジ、社会貢献

度の割合が上昇。安定志向が多様化している。

・「チャレンジしない」と言われているが…

就職後に「活躍できる」「活躍が評価される」ことを

半数近くの学生が求めている。

13

学生を取り巻く現状2


